
（別紙３）

～ 令和7年3月14日

（対象者数） 13 （回答者数） 3

～ 令和7年3月14日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 利用児を中心として、必要の事項すべてに取り組む。

2 当分、このままで。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 今後も、この考え方でやっていく。

2

3

○事業所名 みんなのさくら　　児童発達

○保護者評価実施期間
令和7年3月1日

○保護者評価有効回答数

令和7年3月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年4月10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事業所の宣伝に力を入れていない。
目の前の利用児を中心にしているため、時間をかけていられな

い。

「人として」、利用児と保護者の関係づくりをしている。 同左および、医療機関との連絡。

障害についての勉強に、最も力を入れている。 公開で勉強会を開いている。

事業所における自己評価総括表公表


